
医療広告ガイドラインと違反について

「医療広告ガイドライン」とは、2018年6月に厚生労働省から出された
医療広告の指導方針です。

医療機関が不適切な広告を掲載することを防ぐために設けられており、歯髄再生治療のことを記載して
いるWebページでも、このガイドラインを遵守する必要があります。

法令に基づいて制定された「医療広告ガイドライン」に違反すると、保健所から調査、中止命令、行
政処分などが行われます。
なお、ホームぺージ（以下、HP）については有限責任監査法人トーマツ（デロイトトーマツ）から指

摘（修正要請）を受けることになり、基本的には、指示や命令に従ってHP内容を修正すれば罰則はあり
ませんが、命令に従わない場合や悪質な虚偽広告とみなされた場合には、6ヶ月以下の懲役、30万円以
下の罰金などの罰則もあります。
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本資料では、

・医療広告ガイドラインの概要 (p2～4)
・歯髄再生治療などの自由診療に関する広告の「限定解除」条件について (p5～7)
・実際の医療広告ガイドラインの違反・指摘事例 (p8～11)

   をまとめてお示しします。



医療広告ガイドラインで “禁止” されている内容や表現 １

<①虚偽表現：事実と異なる情報を提供する表現>
例）「絶対に安全な治療です」

「厚労省認可の〇〇専門医です」  など

<②最大級、比較優良表現：他の医療機関と比較して自己を優れたものとする表現>
例）「〇〇治療の実績数は県内一を誇ります」

「最高の医療をご提供いたします」  など

<③誇大広告：事実を誇大して表現する広告>
例）「当院は県知事の認可を得ている病院です」

「期間中は、医療脱毛が受け放題です」  など
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医療広告ガイドラインで “禁止” されている内容や表現 2

<④客観的に事実を証明できない内容>
医療従事者や患者の主観に基づいた文章のように、客観的に事実を証明できない内容の掲載は禁止されています。

例）「比較的安全な治療法です。」
(比較対象や具体的なデータを明確に示していないのであれば、使用できません。）

<⑤体験談>
治療内容または治療効果に関する体験談の掲載は禁止されています。

<⑥詳細説明のない治療前／治療後写真の掲載>
詳細な説明がない治療前後の写真の掲載は禁止されています。

<⑦公序良俗に反する内容>
わいせつまたは残虐な写真や映像、差別を助長する表現等は、広告が禁止されています。

<⑧他法令に反する内容>
景品表示法や薬機法など、他法令に反する内容の掲載は禁止されています。 3



<補足> 厚労省の「承認」「認可」「許可」という表現の禁止について

歯髄再生治療は再生医療等安全性確保法に基づく第二種再生医療で厚生労働省に届出ている治療であ
り、歯科医師の責任において実施される治療で、厚労省の許可を得ている訳ではありません。
「承認」「認可」「許可」という表現を用いると、虚偽広告とみなされる可能性があります。
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<記載可能な表現例>
〇「再生医療等安全性確保法に基づく第二種再生医療」
〇「厚生労働省（厚生局）へ届け出ている」
○「再生医療等提供計画を厚生労働省（厚生局）へ提出し、受理されている」

<記載不可の表現例>
×「厚生労働省（厚生局）の許可を得ている」
×「厚生労働省（厚生局）の認可を受けている」
×「厚生労働省（厚生局）の承認を受けている」



自由診療（歯髄再生治療など）をHP掲載する際の注意点

医療広告ガイドラインでは、以下に関する情報はＨＰなど各種媒体に
掲載してはいけない（広告可能事項ではない）と定めています。

掲載可能

（※ただし、これらの情報を掲載する際には、具体的な根拠を示し、客観的に実証できる内容に限られます。） 5

•再生医療などの自由診療

•治療効果

•医師個人の手術件数

•医薬品・医療機器の販売名

•雑誌や新聞、TVなどで取り上げられた旨の掲載 など

<記載不可の事項>

「限定解除」条件 クリア！



4つの「限定解除」条件

以下の4つの限定解除条件を満たした場合のみ、
自由診療などに関する広告が認められます。
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1. 医療に関する適切な選択に資する情報であって、患者等が自ら求めて入手する情報を表示する
ウェブサイトその他これに準じる広告であること

2. 表示される情報の内容について、患者等が容易に照会ができるよう、問い合わせ先を記載すること
その他の方法により明示すること

3. 自由診療に係る通常必要とされる治療等の内容、費用等に関する事項について情報を提供すること

4. 自由診療に係る治療等に係る主なリスク、副作用等に関する事項について情報を提供すること
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自由診療における限定解除条件の改善例

自由診療において限定解除要件を満たす広告（改善後）

○○クリニックの医療脱毛

医療脱毛とは？
医療脱毛は、国家資格を持つ医療従事者のみができる、出力の高い脱毛機器を使用して脱毛
を行うことです。発毛組織を破壊するため、成長期に照射された毛が再度生えてくることは
ありません。

当院は厚生労働省認証の「○○レーザー」を使用しており、より少ない照射時間で高い脱毛
効果が期待できます。一回の照射時間は通常30分程度です。６回程度の施術で脱毛の効果を
実感いただけます。

痛みの感じ方には個人差がありますが、輪ゴムで弾かれたような痛みで、我慢できないほど
強い痛みではありません。当院では、麻酔クリームのオプションもございますので、心配な
方はカウンセリングの際に医師に相談ください。

また副作用として、火傷や腫れといった肌トラブルが万が一起きた際にも、常駐の意思によ
り迅速で適切な対応がうけられます。

料金案内

クリニック案内
○○クリニック 所在地：☐☐市☐☐町XX-X

診療時間：月～土10:00~20:00

電話番号：XX-XXXX-XXXX
Mail:*****@**.com

限定解除：ＯＫ！
❶治療内容、❷費用、
❸治療回数、❹主な副作
用の記載
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自由診療においての規制対象となる広告（改善前）

○○クリニックの医療脱毛

医療脱毛とは？
医療脱毛は、医療お従事者と医療機器による安心安全な施術です。

医療脱毛のメリット

➀比較的少ない施術回数で脱毛が完了する
➁国家資格を持つ医療従事者によって施術を受けられる
➂医師常駐のため、万が一肌トラブルが起きた際はその場で対応してもらえる
➃医療脱毛は、医療お従事者と医療機器による安心安全な施術です。2

部位 金額

脇 6,990円～

全顔 9,990円～

全身 39,990円～

料金案内

クリニック案内
○○クリニック 所在地：☐☐市☐☐町XX-X

診療時間：月～土10:00~20:00

電話番号：XX-XXXX-XXXX
Mail:*****@**.com

ＮＧ！
施術に関する詳細な記載
がない

ＮＧ！
メリットに対し
デメリットの記載がない

ＮＧ！
最低価格のみで標準的な費
用の記載がなく曖昧

部位 １回の施術 6回コース

脇 6,990円 34,990円

全顔 9,990円 49,990円

全身 39,990円 189,990円

限定解除：ＯＫ！

標準的な費用の表記

❶

❷

❸
❹



実際のガイドライン違反指摘事例1
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ＨＰに医療広告ガイドラインの違反事項が記載されて

いた場合、厚生省/保健所 （から委託を受けた外部機

関/こちら場合はデロイトトーマツコンサルティング合

同会社）からこのような書類が届きます。



「歯髄再生治療を行う全国でも数少ない歯科医院」という表現が、

「比較優良広告」とみなされ、表現の変更を指示された事例です。

実際のガイドライン違反指摘事例2
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歯髄再生治療の料金を「○○円～」と記載したことで指摘を

受けた事例です。

自由診療の料金は「標準的な費用」を記載する必要があるため、

「○○円」または「○○円～〇〇円」というように、金額を

明確にすることが求められます。

実際のガイドライン違反指摘事例3
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「セラミック」や「歯髄再生治療」など、自由診療に関する

記載をする場合は、4つの「限定解除条件」を満たす必要が

あります。

こちらのケースでは、「自由診療に係る治療等に係る主なリ

スク、副作用等に関する事項」が不足しているとみなされ、

情報の追加を求められています。

また、「歯髄再生治療」のための「血液検査」や「MRI検査」

のリスク・副作用等に関しても記載を求められることがあり

ます。

実際のガイドライン違反指摘事例4
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